
応
仁
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仁
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乱
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変

蓮
如
が

石
山
本
願
寺
を

創
建
す
る

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が

種
子
島
に
鉄
砲
を
伝
え
る

フ
ラ
ン
シ
ス
コ・

ザ
ビ
エ
ル
が
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リ
スト
教

の
布
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る

室
町
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滅
び
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浅
井
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、朝
倉
家
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亡

一
鈎
の
陣
で

室
町
幕
府
軍
が
六
角
氏
の

観
音
寺
城
を
攻
撃

三
桶
狭
間
の
戦
い
で

織
田
信
長
が

今
川
義
元
を
破
る

五
織
田
信
長
が

足
利
義
昭
を
将
軍
に

た
て
て
京
に
の
ぼ
る

六
姉
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の
戦
い

大
坂
で
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山
合
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七
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戦
国
時
代
の
始
ま
り
と
も
さ
れ
る「
応
仁
の
乱
」は
、近
江
を
二
分
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。北
近
江
の
守
護
だ
っ
た
京
極
持
清（
き
ょ
う
ご
く
も
ち
き
よ
）は
東
軍

に
、南
近
江
の
守
護
だ
っ
た
六
角
高
頼（
ろ
っ
か
く
た
か
よ
り
）は
西
軍
に
属
し
、

観
音
寺
城
　（
近
江
八
幡
市
）な
ど
で
対
決
。乱
は
京
極
氏
が
属
す
東
軍
の
勝
利

に
終
わ
り
ま
し
た
が
、京
極
氏
の
当
主
・
持
清
の
死
去
を
機
に
、六
角
氏
が
勢
力
を

盛
り
返
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。　

一

栗
太
郡
鈎（
栗
東
市
）で
病
没
し
た
9代
将
軍・
足
利
義
尚
の
後
も
、室
町

将
軍
は
た
び
た
び
近
江
へ
滞
在
し
て
い
ま
す
。1
1
代
・
義
澄（
よ
し
ず

み
）、
12
代・
義
晴（
よ
し
は
る
）、
13
代・
義
輝（
よ
し
て
る
）、
15
代・
義

昭（
よ
し
あ
き
）は
、後
継
者
争
い
や
内
乱
な
ど
の
難
を
逃
れ
て
、京
か

ら
逃
亡
。義
晴
が
将
軍
御
所（
仮
の
幕
府
）を
置
い
た
桑
実
寺
　（
く
わ

の
み
で
ら
／
近
江
八
幡
市
）、
義
昭
が
滞
在
し
た
矢
島
　（
や
じ
ま
／

守
山
市
）な
ど
、近
江
に
は
将
軍
ゆ
か
り
の
地
が
多
く
あ
り
ま
す
。

信
長
が
桶
狭
間（
お
け
は
ざ
ま
）の
戦
い
で
勝
利

し
た
同
じ
年
、近
江
で
は
浅
井
長
政（
な
が
ま
さ
）

が
1
6
歳
で
家
督
を
継
ぎ
ま
し
た
。浅
井
氏
は
京

極
氏
の
家
臣
か
ら
独
立
し
た
の
が
成
り
立
ち
で
、

初
代
・
亮
政（
す
け
ま
さ
）は
、琵
琶
湖
と
湖
北
3
郡

を
一
望
で
き
る
小
谷
山（
お
だ
に
や
ま
／
長
浜
市
）

に
小
谷
城
　
 を
築
城
し
ま
し
た
。3
代・
長
政（
な
が

ま
さ
）は
後
に
、織
田
信
長
の
妹
・
お
市
と
政
略
結

婚
。長
政
と
お
市
に
は
、悲
し
い
運
命
が
待
ち
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

織
田
氏
と
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
浅
井
氏
は
、越

前（
福
井
県
）の
朝
倉
氏
と
も
、親
密
な
関
係
を

築
い
て
い
ま
し
た
。信
長
と
朝
倉
氏
が
対
立
し

た
こ
と
で
板
挟
み
に
あ
っ
た
浅
井
長
政
は
、朝

倉
氏
に
加
勢
。湖
北
を
東
西
に
横
切
る
姉
川
を

挟
ん
で
、浅
井・
朝
倉
軍
と
、織
田・
徳
川
軍
の
合

戦（
姉
川
の
戦
い
　
）へ
と
発
展
し
ま
し
た
。戦
い

は
織
田
・
徳
川
軍
が
勝
利
。1
5
7
3
年
に
浅
井
氏

は
滅
亡
し
、長
政
の
妻・
お
市
は
、兄
で
あ
る
信
長

に
よ
っ
て
、夫
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

桶
狭
間
の
戦
い
の
後
、美
濃
国（
み
の
の

く
に
／
岐
阜
県
）へ
と
進
攻
し
た
織
田
信

長
は
さ
ら
に
軍
を
進
め
、六
角
氏
を
攻

め
落
と
し
て
南
近
江
を
制
圧
。後
継
者

争
い
で
身
の
危
険
を
感
じ
、越
前
へ

と
逃
れ
て
い
た
足
利
義
昭
を
桑
実
寺

（
近
江
八
幡
市
）で
迎
え
、坂
本（
大

津
市
）を
経
由
し
て
京
都
へ
向
か
い

ま
す
。上
洛
を
果
た
し
た
信
長
は
、

足
利
義
昭
を
室
町
幕
府
1
5
代
将

軍
に
た
て
て
、政
治
の
実
権
を
握

り
ま
し
た
。

物
資
が
行
き
交
う
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
近
江
の
各
地
で
は
百
姓
が
力
を

つ
け
、「
惣
」と
呼
ば
れ
る
共
同
組
織
が
発
達
。惣
は
時
に
自
ら
の
権
利
や
支

配
地
を
め
ぐ
っ
て
、守
護
大
名
な
ど
と
対
立
し
ま
し
た
。1
4
6
8
年
に
堅
田
　

（
か
た
た
／
大
津
市
）で
起
き
た「
堅
田
大
責（
お
お
ぜ
め
）」
で
は
、将
軍・
足

利
義
政（
よ
し
ま
さ
）が
堅
田
を
攻
撃
。家
を
焼
か
れ
た
堅
田
の
人
々
は
琵
琶

湖
の
沖
島
　（
近
江
八
幡
市
）へ
避
難
し
ま
し
た
。　
　

二

南
近
江
の
六
角
高
頼
は
、幕
府
奉
公
衆
が
所
有
し
て
い
た
荘
園
を
奪
う

な
ど
し
て
勢
力
を
拡
大
。将
軍
・
足
利
義
尚（
よ
し
ひ
さ
）は
六
角
氏
討
伐

に
動
き
、幕
府
軍
は
栗
太
郡
鈎（
栗
東
市
）に
陣
を
構
え
ま
し
た（
鈎
の
陣

　
）。
こ
の
出
陣
に
は
、将
軍
直
轄
の
奉
公
衆
や
幕
府
官
僚
の
奉
公
人
も

伴
っ
て
お
り
、義
尚
が
陣
中
で
病
没
す
る
ま
で
の
約
1
年
半
、実
質
的
な

幕
府
の
中
枢
が
近
江
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

天
下
統
一
を
め
ざ
し
た
信
長
は
僧
侶
と
も
激
し
く
争
い
、志
賀
の
陣
で
浅
井
・
朝
倉

氏
に
協
力
し
た
比
叡
山
延
暦
寺
　（
ひ
え
い
ざ
ん
え
ん
り
ゃ
く
じ
／
大
津
市
）に
攻
め

入
り
ま
し
た
。ま
た
、同
様
に
大
き
な
勢
力
だ
っ
た
本
願
寺
の
一
向
宗（
い
っ
こ
う
し
ゅ

う
／
浄
土
真
宗
）門
徒
と
も
戦
い
を
繰
り
返
し
、1
5
7
0
年
に
始
ま
っ
た
石
山
合
戦
で

は
、近
江
の
一
向
宗
門
徒
と
も
戦
っ
て
い
ま
す
。

信
長
が
比
叡
山
延
暦
寺
に
攻
め
入
っ
た
直
後
の
こ
と
、信
長
の
家

臣
で
、そ
の
手
腕
を
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
明
智
光
秀（
あ
け
ち
み

つ
ひ
で
）は
滋
賀
郡（
大
津
市
北
部
）の
支
配
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し

た
。光
秀
は
坂
本（
大
津
市
）の
琵
琶
湖
岸
に
坂
本
城
　
を
築

城
。城
内
に
直
接
船
を
引
き
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
の
城
だ

っ
た
と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
江
八
幡
市

五

長
浜
市

四

近
江
八
幡
市・
守
山
市

大
津
市

八

大
津
市

六

近
江
八
幡
市

三

栗
東
市

九

大
津
市

七

長
浜
市

京 極 氏 の い る

東 軍 の 勝 ち
!

百 姓 だ っ て

戦 え る ぞ ！
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研
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サ
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ラ
イ
ズ
出
版
）

室
町
幕
府
の
失
墜
 そ
し
て
、信
長
の
台
頭

僧 と い え ど も

容 赦 は せ ぬ ！

京
極
氏
と
六
角
氏
が

応
仁
の
乱
で
対
決

お
市
の
方
の
悲
劇

京
を
追
わ
れ
た
将
軍
が

次
と々
近
江
に
逃
亡

力
を
つ
け
た
百
姓
に
よ
る

近
江
に
滞
在
。

鈎
の
陣
で
将
軍
が

室
町
幕
府
の
中
枢
に

姉
川
の
戦
い
。

あ
ね
が
わ

そ
う

「
惣
」が
発
達

そ
う

ま
が
り

対
立
が
激
化

武
家
と
山
門
の

湖
北
を
支
配

浅
井
氏
が
台
頭
し
、

琵
琶
湖
岸
に
坂
本
城
を
築
城

明
智
光
秀
、

信
長
が
近
江
で
将
軍
を
迎
え
、

い
ざ
上
洛

将 軍 直 々 に

攻 め て く る と は…

長 政 様

つ い て い き ま す
京 の 都 は

物 騒 す ぎ る

将 軍 様 、 京 へ

参 り ま し ょ う ！

義 兄 弟 の

悲 し き 戦 い 信 長 様 に

奉 公 す る ぞ
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近
江
の
国
友
　
 （
く
に
と
も
／
長
浜
市
）は
、戦
国
時
代
に
鉄
砲（
火
縄
銃
）の
一

大
産
地
で
し
た
。1
5
6
0
年
に
国
友
産
の
鉄
砲
が
朝
倉
氏
か
ら
出
羽（
山
形
県
）

の
豪
族
に
贈
ら
れ
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。戦
に
お
け
る
鉄
砲
の
威
力
を
証
明

す
る
こ
と
に
な
っ
た「
長
篠
の
戦
い
」の
前
年
に
は
、羽
柴
秀
吉（
は
し
ば
ひ
で
よ
し

／
後
の
豊
臣
秀
吉
）が
国
友
鍛
冶
の
藤
二
郎（
と
う
じ
ろ
う
）を
1
0
0
石
の
家
臣

に
。そ
し
て
、1
60
7年
に
は
国
友
が
江
戸
幕
府
の
御
用
鍛
冶
と
な
り
ま
し
た
。

十

浅
井
氏
が
滅
亡
す
る
と
木
下
藤
吉
郎（
き
の
し
た
と
う
き
ち
ろ
う
／
後

の
豊
臣
秀
吉
）は
そ
の
戦
功
に
よ
り
、浅
井
領
だ
っ
た
湖
北
三
郡
を
与

え
ら
れ
、小
谷
城（
お
だ
に
じ
ょ
う
／
長
浜
市
）に
入
城
。城
持
ち
大
名

と
な
っ
た
こ
と
を
機
に
、名
を
羽
柴
秀
吉
と
改
め
ま
し
た
。秀
吉
は
坂

田
郡
今
浜（
長
浜
市
）に
長
浜
城
を
築
き
、地
名
を「
今
浜
」か
ら

「
長
浜
」へ
と
改
名
。現
在
、長
浜
の
琵
琶
湖
岸
に
そ
び
え
る
長
浜

城
　
 は
、1
98
3年
に
復
元
さ
れ
た
も
の
で
す
。

豊
臣
秀
吉
の
参
謀
と
し
て
、そ
の
政
策
を
助
け

た
石
田
三
成
は
坂
田
郡
石
田
村
　（
長
浜
市
）の

生
ま
れ
で
す
。秀
吉
の
天
下
統
一
に
大
き
く
貢
献

し
た
三
成
は
、1
5
9
5
年
、坂
田
郡
と
犬
上
郡
の

郡
境
に
あ
る
佐
和
山
城
　（
さ
わ
や
ま
じ
ょ
う
／
彦

根
市
）を
与
え
ら
れ
、湖
北
の
統
治
を
任
さ
れ
ま
し

た
。そ
の
後
、関
ケ
原
の
戦
い
で
徳
川
家
康
に
敗

れ
、佐
和
山
城
も
落
城
。井
伊
家（
い
い
け
）の
居
城

と
な
る
彦
根
城
　（
彦
根
市
）完
成
に
伴
い
、佐
和
山

城
は
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。

関
ケ
原
の
戦
い
で
東
軍
の
勝
利
に
大
き
く
貢
献

し
た
井
伊
直
政（
い
い
な
お
ま
さ
）は
石
田
三
成

の
居
城
だ
っ
た
佐
和
山
城（
彦
根
市
）を
与
え
ら

れ
ま
し
た
。そ
の
後
、井
伊
家
は
明
治
維
新
ま
で

代
々
彦
根
藩
主
を
務
め
、大
老
な
ど
江
戸
幕
府

の
要
職
に
も
就
き
ま
す
。佐
和
山
城
に
代
わ
る
居

城
と
な
っ
た
彦
根
城（
彦
根
市
）は
1
6
0
6
年
に

天
守
が
完
成
。今
も
残
る
天
守
は
国
宝
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

豊
臣
、徳
川
双
方
と
友
好
関
係
に
あ
っ
た

近
江
の
大
津
城
主・
京
極
高
次（
き
ょ
う
ご

く
た
か
つ
ぐ
）は
、関
ケ
原
の
戦
い
直
前
、

大
津
城
　（
大
津
市
）に
籠
城
し
、豊
臣

方
の
西
軍
と
戦
う
こ
と
を
決
意
し
ま
す
。

大
津
城
は
西
軍
の
大
軍
勢
に
包
囲
さ

れ
ま
し
た
が
、結
果
的
に
関
ケ
原（
岐

阜
県
）で
の
西
軍
側
の
軍
勢
を
足
止

め
す
る
こ
と
に
成
功
。関
ケ
原
の
戦

い
に
勝
利
し
た
東
軍
の
徳
川
家
康

は
、戦
い
の
後
、大
津
城
で
戦
後

処
理
を
行
い
ま
し
た
。

長
篠
の
戦
い
で
武
田
勝
頼（
た
け
だ
か
つ
よ
り
）を
破
っ
た
織
田
信
長
は
そ

の
翌
年
、1
5
7
6
年
に
蒲
生（
が
も
う
）郡
の
安
土
山（
あ
づ
ち
や
ま
／
近
江

八
幡
市
）に
安
土
城
　
 を
築
き
ま
し
た
。1
57
9年
に
完
成
し
た
天
主
は
、金

で
覆
わ
れ
た
7階
建
て
。そ
れ
ま
で
寺
院
で
し
か
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
瓦
を
ふ

か
せ
る
な
ど
、画
期
的
な
城
で
し
た
。城
の
周
辺
に
城
下
町
を
つ
く
り
、家
臣

を
住
ま
わ
せ
、天
下
統
一
へ
の
拠
点
と
し
ま
し
た
。

本
能
寺
の
変
で
信
長
を
倒
し
た
明
智
光
秀（
あ
け
ち
み
つ
ひ
で
）で
し
た

が
、中
国
地
方
へ
の
出
陣
か
ら
と
ん
ぼ
返
り
し
た
羽
柴
秀
吉
に
敗
れ
、近

江
へ
逃
げ
る
途
中
に
命
を
落
と
し
ま
す
。光
秀
の
居
城
だ
っ
た
坂
本
城

（
大
津
市
）に
は
火
が
放
た
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、信
長
の
後
継
を
秀
吉
と

柴
田
勝
家（
し
ば
た
か
つ
い
え
）が
争
う
こ
と
に
な
り
、賤
ヶ
岳
 （
し
ず
が

た
け
／
長
浜
市
）周
辺
で
両
軍
は
対
峙
。戦
は
秀
吉
の
勝
利
に
終
わ
り
、

戦
国
の
世
は
信
長
か
ら
秀
吉
の
時
代
と
な
り
ま
す
。

近
江
ゆ
か
り
の
戦
国
大
名
の
一
人
・
蒲
生
氏
郷
は
茶
人
や
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。彼
は
、蒲
生
郡
日
野
　（
ひ
の
／
日
野
町
）で
生
ま
れ
、人

質
と
し
て
織
田
信
長
の
も
と
に
送
ら
れ
ま
し
た
。本
能
寺
の
変
後
に
は
、信
長
の
妻

子
を
安
土
城
か
ら
日
野
へ
避
難
さ
せ
る
活
躍
を
み
せ
、そ
の
後
、小
牧（
こ
ま
き
）・
長

久
手（
な
が
く
て
）の
戦
い
で
も
戦
功
を
あ
げ
た
氏
郷
は
1
5
8
4
年
に
伊
勢
松
が
嶋

（
い
せ
ま
つ
が
し
ま
／
三
重
県
）の
城
主
に
、次
い
で
会
津
若
松（
あ
い
づ
わ
か
ま
つ

／
福
島
県
）4
0万
石
の
大
大
名
へ
と
出
世
し
ま
し
た
。

徳
川
家
康
に
よ
っ
て
江
戸
幕
府
が
開
か
れ
、大
坂
冬・
夏
の
陣
で
豊
臣

家
が
滅
亡
す
る
と
、戦
乱
の
世
は
終
わ
り
、江
戸
時
代
が
始
ま
り
ま
す
。

近
江
で
は
井
伊
氏
の
彦
根
藩
の
ほ
か
、分
部（
わ
け
べ
）氏
の
大
溝
藩

（
お
お
み
ぞ
／
高
島
市
）、
市
橋
氏
の
仁
正
寺
藩（
に
し
ょ
う
じ
／
日
野

町
）、
小
堀
氏（
こ
ぼ
り
）の
小
室
藩（
こ
む
ろ
／
長
浜
市
）、
遠
藤
氏
の

三
上
藩（
み
か
み
／
野
洲
市
）、
加
藤
氏
の
水
口
藩（
み
な
く
ち
／
甲

賀
市
）と
い
っ
た
１
～
２
万
石
の
小
藩
が
次
々
と
誕
生
し
ま
し
た
。

長
浜
市

長
浜
市・
彦
根
市

十 一

長
浜
市

近
江
八
幡
市

日
野
町

大
津
市

大
津
市・
長
浜
市

高
島
市・
日
野
町・
長
浜
市・
野
洲
市・
甲
賀
市

彦
根
市

賤
ヶ
岳
の
戦
い

豊
臣
秀
吉
が

全
国
を

統
一
す
る

文
禄
の
役
。

最
初
の

朝
鮮
出
兵

大
坂
冬
の
陣

関
ケ
原
の

戦
い

十 八

1
5
9
0
年

豊
臣
秀
吉
が

刀
狩
を
行
う

1
5
8
8
年

豊
臣
秀
吉
が

太
政
大
臣
に

な
る

1
5
8
6
年

織
田
信
長
と

石
山
本
願
寺
と
の

戦
い
が
終
結

1
5
8
0
年

1
5
8
3
年

1
5
9
2
年

1
5
9
8
年
1
6
0
0
年

1
6
1
5
年

1
6
1
4
年

徳
川
家
康
が

征
夷
大
将
軍
に
就
任
。

江
戸
幕
府
が
開
か
れ
る

豊
臣
秀
吉

死
亡

1
5
9
7
年

慶
長
の
役
。

二
度
目
の

朝
鮮
出
兵

1
6
0
3
年

!
!

!
!

十 七
十 六

!
十 三

!
十 四

本
能
寺
の
変

1
5
8
2
年

!
十 三

安
土
城
が

完
成

1
5
7
9
年

1
5
7
5
年

!
十 二

!
十 一

!
十

!
十 五

大
坂
夏
の
陣
。

豊
臣
家
滅
亡

長
篠
の
戦
い
で

織
田・
徳
川
連
合
軍
が

武
田
軍
を
破
る

洗 礼 名 は レ オ ン

信 長 の 栄 華

極 ま れ り !

関 白 秀 吉 の

五 奉 行 の 一 人

国 宝 五 城 の

う ち の 一 つ

今 こ そ 信 長 を

倒 す の だ ！

天 下
分 け 目 の

大 戦 !

「
滋
賀
県
観
光
情
報
」
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、「
近
江
の
城
5
0
選
」
と
「
戦
国
の
舞
台
近
江
を
歩
く
」
の
情
報
も
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

秀
吉
に
よ
る
天
下
統
一
そ
し
て
、家
康
の
時
代
へ

メ
イド
・イ
ン・
近
江
の
鉄
砲
が
活
躍

40
万
石
の
大
名
へ

近
江
生
ま
れ
の
蒲
生
氏
郷
、

が
もう

うじ
さ
と

石
田
三
成
が
佐
和
山
城
で

湖
北
を
支
配

江
戸
幕
府
の
要
職
に
も

彦
根
城
天
守
完
成
。

井
伊
家
が
代
々
統
治
し
て
、

関
ケ
原
に
も
影
響
を
与
え
た

大
津
の
籠
城
戦

小
室
藩

大
溝
藩

仁
正
寺
藩

水
口
藩

三
上
藩

近
江
に
１
～
２
万
石
の
小
藩
が
誕
生

江
戸
時
代
へ
。

戦
国
の
世
か
ら

絢
爛
豪
華
な
安
土
城
が

近
江
中
央
に
完
成

「
敵
は
本
能
寺
に
あ
り
」

光
秀
の
謀
反
と
秀
吉
の
台
頭

鉄 砲 な し で は

戦 に な ら ぬ

近 江 も

平 和 な 時 代 へ

近
江

戦
国
絵
巻

近
江

戦
国
絵
巻

滋
賀
県
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン「
戦
国
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ンド
滋
賀・
び
わ
湖
」

十 二 近
江

戦
国
絵
巻

十 四 近
江

戦
国
絵
巻

十 五 近
江

戦
国
絵
巻

十 六 近
江

戦
国
絵
巻

十 七 近
江

戦
国
絵
巻

十 八 近
江

戦
国
絵
巻

十 三 近
江

戦
国
絵
巻

11

13

12

14

16

17

18

15

19

秀
吉
の
長
浜
城
が
完
成
。

地
名
も
長
浜
に
改
め
る

秀 吉 が

名 付 け 親 !

戦
国
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

検
索
ht
tp
s:
//
se
ng
ok
u.
bi
w
ak
o
-v
is
it
or
s.
jp
/
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